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令和 2年度の川部会の活動進捗報告 
 

 川部会の課題と今年度の活動目標 

川部会で抽出された課題と今年度の活動目標を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度の活動実績 

活動内容 日時 場所 議題 

第 53回ＷＧ（豊田市） 

19名参加 

(内オンライン参加 3名) 

7月 28日（火） 

14:00-16:40 

豊田市崇化館交流館

4階 第 2会議室 

・令和元年度までの活動進捗報告 

・今年度の計画(ＷＧ日程の決定) 

・バスツアーの内容について 

・令和 2 年度の事業概要(矢作川)

について 

第 54回ＷＧ（豊田市） 

18名参加 

(内オンライン参加 1名) 

10月 13日（火） 

13:15-16:30 

豊田市梅坪台交流館 

2階 多目的ホール 

・現地視察 籠川沿いウォーキング 

・話し合い 現地視察のふりかえ

り・川の望ましい像 

・話題提供 矢作川鵜の首地区水位

低下対策事業について 

第 55回ＷＧ(西尾市) 

22名参加 

(内オンライン参加 5名) 

11月 17日（火） 

13:00-16:00 

西尾市役所 会議棟 

第 2会議室 

・土砂や川の形に関する講義(名城

大学 溝口教授) 

・現地視察 矢作川下流域の砂河床

について 

「まとめの会」(豊田市) 

○名参加 

(内オンライン参加○名) 

12月 22日（火） 

14:00-16:00 

豊田市崇化館交流館

4階 第 2会議室 

・今年度の川部会のふりかえり 

・次年度に向けた目標(活動計画)

設定 

※参加人数は事務局含む

＜課題＞ ＜今年度の活動目標＞ 

《本川モデル》 

・土砂や川の形、生物の視点からの川の望ましい像に関する意見交換 

・置き土実験に関する情報共有 

・川部会が抱える課題の他部会への発信(バスツアーなどにおいて) 

《支川モデル》 

・水系の河川情報の集積(生物・防災・管理者の境界) 

・川沿いウォークの実施(町中・山中の川沿いを歩くことも含める) 

《地域連携モデル》 

・矢作川流域圏年表の完成 

・ごみ問題に関する情報共有 

 

上下流問題    

(生き物の棲みやすい

川づくり) 

地先の問題 

※令和元年度全体会議より 

地先モデルの課題家下川モデルの課題本川モデルの課題

ポイント①：生き物の移動阻害

ポイント②：河床のアーマーコート化

ポイント③：川の微地形の多様性消失

ポイント⑤：外来種対策

ポイント④：在来種の減少

ポイント①：情報不足

ポイント②：生き物の移動阻害

ポイント③：生き物の棲みかの不足

ポイント④：水量不足

ポイント①：河川空間の利用

ポイント②：河川空間の保全

支川モデルの課題 

049768
テキストボックス
資料１
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 川部会 令和 2年度の活動成果 まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上下流問題                 

≪本川モデル≫ 

・名城大学溝口教授より、土砂の流れによる

川の河床形態の仕組みと、矢作川下流域に

形成される砂州の状況について講義して

いただいた。 

・現地視察などを踏まえ、川の望ましい像の

話し合いを行った。 

・置き土実験の概要や鵜の首水位低下対策事

業の推進と事業効果について、情報共有を

行った。 

・市民部会が進める第 1 回勉強会(バスツア

ー)について、川部会が担当する阿摺ダム、

明治用水頭首工、安永川トンネル、家下川

の内容を計画した。 

 

≪支川モデル≫ 

・矢作川水系の籠川において、現地視察を行

い、籠川と矢作川の水生生物の生息や生育

特性、籠川の整備状況と環境の変化、砂州

形成の仕組みについて説明をいただいた。 

・籠川にて、川沿いウォークを実施し、自然

環境、防災、市民の愛護活動などについて

話し合いを行った。 

 

 

地先の問題                 

≪地域連携モデル≫ 

・10年誌編集委員の近藤氏より、10年誌作成

の進捗状況を報告していただき、これまで

の矢作川流域圏の流れについて情報共有

をいただいた。 

・市民部会が計画しているマイクロプラスチ

ックとネオニコチノイドに関する勉強会

について、情報共有を行った。 

 

 

オンラインによる溝口先生の講義 

矢作川下流域での現地視察 

矢作川水系の籠川における現地視察 

近藤氏による説明 
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 活動進捗報告 

 上下流問題(生き物の棲みやすい川づくり) 

 本川モデル 

 今年度の活動目標に対する進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【今年度の活動目標】 

本川モデル 

・土砂や川の形、生物の視点からの川の望ましい像に関する意見交換 

・置き土実験に関する情報共有 

・川部会が抱える課題の他部会への発信(バスツアーなどにおいて) 

≪進捗状況≫ 

・土砂の流れによる川の河床形態の仕組みと、矢作川下流域に形成される砂州の状況につ

いて、講義や現地視察を通して理解を深めた。 

・支川の籠川での視察状況などを踏まえ、川の望ましい像の話し合いを行った。 

・国土交通省豊橋河川事務所より、置き土実験の概要や、鵜の首地区水位低下対策事業の

推進と事業効果について、情報共有を行った。 

・第 1 回勉強会(バスツアー)について、阿摺ダム、明治用水頭首工、安永川トンネル、家

下川の内容を計画した。 
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 今年度の活動成果 

○土砂や川の形に関する講義 

名城大学溝口教授より、土砂の流れによる河床形態の仕組みと、矢作川下流域に形成される

砂州の状況について講義していただいた。矢作川中流部においては、ダムによる流況の変化が

砂州の維持を促していた可能性が高いことを認識した。 

また、これらを踏まえ、現地視察を行い、矢作川本川の砂河床の状況を確認した。 

 

【講義内容】 

・河川の地形は変化する。出水中に形成される地形を確認できるのは、平水時に水が引いた

後である。 

・川に水が流れ、砂が流れることで河床変動が起こる。 

・元々平坦な場所でも、移動床現象によって場の特性が変化する。 

・水と土砂が流れ、条件がそろえば砂州が形成される。 

・多目的ダムのゲート操作は、利水のための水量と洪水調節のための容量、操作上相反する

両者の確保のために実施される。 

・砂州が変動する特徴を知るためには、砂州の領域や流量変化も含めたプロットが役に立つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

矢作川における土砂動態の講義(レジメ一部抜粋) 
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○川の望ましい像に関する意見交換 

川の望ましい像について、河川管理者目線、住民目線、自然目線から意見を出し合い、川の持

つ多様性について話し合いを行った。 

 

【主な意見】 

・普段見ている川としての風景は、重要な要素である。 

・自然が創り出す多様性と、人の関与により創り出される多様性がある。 

・いろいろな環境要素が、モザイクのように組み合わされている川は、生物の多様性が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

川の望ましい像についての話し合い 

 

国土交通省豊橋河川事務所より、矢作川水系の一貫した土砂移動の連続性を可能な限り確保

するため、置き土実験などの総合的な土砂管理手法について、情報共有を行った。 

また、矢作川水系の河川情報の集積のひとつとして、国土交通省豊橋河川事務所より、鵜の首地区

水位低下対策事業の進捗と事業効果について、情報共有を行った。 

 

【本事業の内容】 

・鵜の首地区の河道掘削と狭窄部開削を実施する。 

・豊田市街地（久澄橋下流：38.6k）で、H12 の東海(恵南)豪雨時の水位を約 1.4ｍ低下させ

る計画で、令和 2年度より、河道掘削及び狭窄部の地質調査に着手する。 
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○他部会への発信(バスツアーなどにおいて) 

川部会が抱える課題を他部会へ発信するため、市民部会が進めているバスツアーについて、

川部会が担当する阿摺ダム、明治用水頭首工、安永川トンネル、家下川の内容を検討し、以下

の内容が決まった。 

 

【阿摺ダム】 

 ○1 日目(9月 7日)に、阿摺ダムとソジバの見学を行い、90分程度の解説を予定。 

 ○解説は、ダム管理について中部電力、ソジバは矢作川研究所にお願いする。 

【明治用水頭首工】 

 ○2 日目(9月 8日)に、30分程度の解説を予定。 

 ○安城川を含めた上水の供給源であることを確認する。 

 ○解説は、豊田市もしくは土地改良区にお願いする。 

【安永川トンネル】 

 ○2 日目(9月 8日)に、30分程度の解説を予定。 

 ○明治用水頭首工とセットとしてとらえる 

○見学は安永川トンネル出口坑口とし、解説は豊田市にお願いする 

【家下川】 

 ○2 日目(9月 8日)に、60分程度の解説を予定。 

 ○内容及び解説者は川部会で調整、具体化する。 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、次年度に順延が決定  
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 支川モデル 

 今年度の活動目標に対する進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【今年度の活動目標】 

支川モデル 

・水系の河川情報の集積(生物・防災・管理者の境界) 

・川沿いウォークの実施(町中・山中の川沿いを歩くことも含める) 

≪進捗状況≫ 

・矢作川水系の支川のひとつである籠川の現地視察を行い、籠川と矢作川の水生生物の生

息や生育特性、籠川の整備状況と環境の変化、砂州形成の仕組みなどについて説明を聞

き、砂州や植生の状況を確認した。 

・籠川沿いウォークを通して、支川の自然環境や河川特性、多自然川づくりにおける落差

工や魚道の工夫、市民による愛護活動の状況などについて、話し合った。 
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 今年度の成果 

○矢作川水系の河川情報の集積 

矢作川水系における籠川の魚道などの整備状況について、意見交換を行った。 

 

【籠川の整備～矢作川中流域 河川整備計画(愛知県より)～】 

・流路延長 11.7km、流域面積 60.5km2 

・魚道の整備、落差工も改善を行う重点河川 

→1993年～1996年：魚の上りやすさから見た河川横断施設 概略点検 

 →籠川での本格的な多自然づくりは、1996年以降 

 

 

 

 

 

 

 

籠川多自然づくりの一例 

 

○川沿いウォークの実施 

籠川にて川沿いウォーキングを実施し、籠川と矢作川の水生生物の生息や生育特性、籠川の整

備状況と環境の変化、砂州形成の仕組みなどについて説明を聞き、砂州や植生の状況を確認し

た。 

 

【主な意見】 

・籠川は、魚類の遡上を阻害する落差が 12ヵ所ある。魚類の遡上阻害を重点的に解消すべき

川とされている。 

・川の水量や水の流れ方は常に変わるので、魚道の考え方や形状、タイプなど、多くの魚種が

利用できる川づくりを考える必要がある。 

・現在、豊田市が公園整備に合わせて、11基目の魚道整備を計画している。 
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 地先の問題 

 今年度の活動目標に対する進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度の活動成果 

○矢作川流域圏年表、ごみ問題に関する情報共有について 

10 年誌編集委員の近藤氏より、矢作川流域圏年表を掲載する 10 年誌の作成の進捗状況につ

いて、情報共有していただいた。 

また、市民部会の光岡座長より、市民部会が計画しているマイクロプラスチックとネオニコ

チノイドに関する勉強会について、情報共有を行った。 

  

【今年度の活動目標】 

地域連携モデル 

・矢作川流域圏年表の完成 

・ごみ問題に関する情報共有 

≪進捗状況≫ 

・10 年誌の作成進捗状況について、情報共有を行った。 

・市民部会が計画しているマイクロプラスチックとネオニコチノイドに関する勉強会につ

いて、情報共有を行った。 
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 次年度の目標について 
次年度に向けた目標（活動計画）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜課題＞ ＜今年度の活動目標＞ 

本川モデル 

・土砂や川の形、生物の視点からの川の望ましい像に関する意見交換 

・置き土実験に関する情報共有 

・川部会が抱える課題の他部会への発信(バスツアーなどにおいて) 

支川モデル 

・水系の河川情報の集積(生物・防災・管理者の境界) 

・川沿いウォークの実施(町中・山中の川沿いを歩くことも含める) 

地域連携モデル 

・矢作川流域圏年表の完成 

・ごみ問題に関する情報共有 

 

上下流問題    

(生き物の棲みやすい

川づくり) 

地先の問題 
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